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◆ 一 般 会 計 決 算 ◆

地方交付税
54億4,056万円
（46.2％）

地方交付税
54億4,056万円
（46.2％）

町税  14億566万円（11.9％）

繰入金  6億5,219万円（5.5％）

繰越金  4億5,432万円（3.9％）

分担金及び負担金等
5億7,834万円（4.9％）

国庫支出金
8億6,123万円
（7.3％）

総務費
13億804万円（11.4％）

公債費  12億9,097万円（11.2％）

農林水産業費  8億1,164万円（7.1％）

衛生費  5億5,951万円（4.9％）

商工費  6億6,001万円（5.7％）
土木費
8億2,912万円（7.2％）

消防費
6億1,233万円（5.3％）

教育費
8億4,437万円
（7.3％）

諸支出金
10億3,601万円
（9.0％）

議会費等
6億3,025万円
（5.5％）

県支出金
11億1,400万円
（9.5％）

地方譲与税等
3億4,355万円（2.9％）

町債  9億2,900万円（7.9％）

議会費
1億2,501万円
労働費
6,637万円
災害復旧費
4億3,886万円

地方譲与税
1億1,306万円
利子割交付金
223万円
配当割交付金
597万円
株式等譲渡所得割交付金
260万円
地方消費税交付金
1億8,684万円
ゴルフ場利用税交付金
1,105万円
自動車取得税交付金
1,419万円

国有提供施設等
所在市町村助成交付金
276万円
地方特例交付金
261万円
交通安全対策特別交付金
220万円

分担金及び負担金7,420万円
使用料及び手数料1億200万円
財産収入2,572万円
寄附金203万円
諸収入3億7,438万円

地方交付税
54億4,056万円
（46.2％）

地方交付税
54億4,056万円
（46.2％）

民生費
29億1,715万円（25.4％）
民生費
29億1,715万円（25.4％）
民生費
29億1,715万円（25.4％）
民生費
29億1,715万円（25.4％）

自主財源
26.2％
自主財源
26.2％
自主財源
26.2％
自主財源
26.2％

依存財源  73.8％依存財源  73.8％依存財源  73.8％依存財源  73.8％

歳入合計 117億7,888万円

歳出合計 114億9,943万円

※金額の整合性に欠けるのは、
万円未満の端数処理によっ
て生じたものである。

４億3,900万円の黒字
～一般会計の自主財源は26.2％（前年度は23.9％）～

平成26年度決算を認定

全会計合計で
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一般会計・各会計決算、監査委員の意見

※金額の整合性に欠けるのは、千円未満の端数処理によって生じたものである。

　収入未済額は、一般会計・運用基金・水道

事業会計を含めると３８５，９４７，５１９円で、昨

年度より１２，０９７，７４０円減少している。また、

不納欠損額は４６，６６５，５０５円となっており、

前年度より１９，５９０，１４８円減少した。納税環

境は年々厳しさが増してきており、町税の現

年度分収入率は９７．２％と昨年度を上回って

いるが、保育料や住宅使用料、給食費の現年

度分収入率は９８．８％で、保育料の収入率は

前年度を下回った。

監査委員の意見

代表監査委員　門　間　芳　継

　これら税等は、貴重な自主財源であると同

時に公平な利用者負担が大原則であることか

ら、収入率の向上による収入未済額や不納欠

損額の減少に鋭意努力されるよう要望する。

　歳入に占める自主財源の割合は前年度より

増加し２６．２％となったが、依然として地方

交付税等の依存財源は７０％を超えている現

状である。今後の地方交付税の算定替えによ

る減少が見込まれることから、従前にも増し

て自主財源の確保を図るため、事務事業全般

の見直しを進め、コストの削減を図るなど、

全庁一丸となった合併効果の見える行財政運

営の取組みを強化する必要がある。

（単位：千円）
● 平成26年度　各会計決算総括表 ●

会　　計　　名 調　定　額
①

歳入決算額
②

歳出決算額
③

差　引　額
②－③

不納欠損額
④

収入未済額
①－②－④

一 般 会 計 11,993,690 11,778,887 11,499,431 279,455 32,927 181,875

特

別

会

計

国民健康保険事業勘定 2,661,013 2,569,643 2,490,138 79,504 10,591 80,777

後 期 高 齢 者 医 療 172,405 171,108 170,985 123 149 1,147

簡 易 水 道 事 業 221,951 217,899 207,224 10,675 87 3,964

公 共 下 水 道 事 業 659,016 606,403 599,558 6,844 380 52,232

農業集落排水事業 156,745 153,467 148,799 4,667 5 3,272

介護保険事業勘定 2,847,740 2,840,319 2,789,405 50,913 2,519 4,901

介護サービス事業勘定 26,498 26,498 23,570 2,928 0 0

衛 生 処 理 事 業 24,618 24,618 20,874 3,743 0 0

温 泉 事 業 42,469 22,840 22,082 758 0 19,628

国民健康保険診療施設勘定 0 0 0 0 0 0

特 別 会 計　 計 6,812,459 6,632,799 6,472,640 160,159 13,734 165,925

合　　　　　計 18,806,150 18,411,687 17,972,071 439,615 46,662 347,800

水道事業
収益的収支 － 163,010 166,335 △   3,325 － －

資本的収支 － 33,024 78,258 △ 45,234 － －
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4決算の審議

総務総務
常任委員会常任委員会

問
物
品
売
払
収
入
は
ど
の
よ
う
な
も
の

を
売
っ
た
収
入
か
？

答
物
品
に
つ
い
て
は
、
建
設
関
係
の
重

機
６
台
、
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
１
台
、
公

用
車
等
を
売
っ
た
収
入
で
あ
る
。

　

ま
た
立
木
に
つ
い
て
は
、
東
北
電
力
の

送
電
線
の
設
置
や
、
風
車
建
設
の
た
め
に

伐
採
し
た
立
木
の
売
却
代
金
で
あ
る
。

問
普
通
交
付
税
の
今
後
の
動
向
は
。

答
平
成
３３
年
度
か
ら
、
現
在
よ
り
８
億

円
か
ら
９
億
円
の
減
が
見
込
ま
れ
る
。

問
特
別
地
方
交
付
税
の
具
体
的
な
使
わ

れ
方
は
。

答
特
別
交
付
税
は
豪
雪
や
災
害
な
ど
特

殊
な
事
情
を
カ
バ
ー
す
る
た
め
の
も

の
で
あ
る
。

問
ふ
る
さ
と
元
気
づ
く
り
寄
付
金
の
う

ち
大
口
寄
付
（
１００
万
円
）
の
使
途
に

つ
い
て
寄
付
者
の
要
望
は
あ
っ
た
か
。
ま

た
、
今
年
度
は
納
税
者
が
増
え
て
い
る
と

聞
く
が
、
そ
の
理
由
は
。

答
使
途
に
つ
い
て
は
「
自
由
に
」
と
い

う
こ
と
で
あ
っ
た
。
納
税
者
が
増
え

た
理
由
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
「
ふ
る

さ
と
チ
ョ
イ
ス
」
と
い
う
サ
イ
ト
に
登
録

し
た
こ
と
が
大
き
な
要
因
で
あ
る
。
ま
た
、

登
録
業
者
数
も
増
や
し
、
返
礼
品
を
５５
品

目
か
ら
選
択
で
き
る
よ
う
に
し
た
こ
と
も

要
因
と
考
え
て
い
る
。

問
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
に
関
し
て
、
情
報

の
漏
え
い
な
ど
に
対
す
る
対
策
は
万

全
か
。
ま
た
、
役
場
の
仕
事
全
て
に
適
用

す
る
の
か
？

答
そ
れ
ぞ
れ
の
情
報
が
中
間
サ
ー
バ
ー

を
通
し
て
管
理
さ
れ
る
の
で
、
情
報

が
即
座
に
漏
れ
る
こ
と
は
な
い
と
い
う
説

明
が
さ
れ
て
い
る
。
町
と
し
て
も
万
全
を

期
し
て
取
組
ん
で
い
き
た
い
。

　

ま
た
、
税
、
社
会
保
障
、
災
害
関
係
な

ど
に
適
用
さ
せ
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

問
防
災
行
政
無
線
保
守
点
検
は
毎
年
必

要
か
。
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
の
か
。

答
非
常
用
な
の
で
点
検
は
必
要
で
あ
る
。

問
町
税
等
の
コ
ン
ビ
ニ
収
納
の
現
況
は
。

ま
た
、
手
数
料
は
い
く
ら
か
。

答
昨
年
９
月
よ
り
ス
タ
ー
ト
し
た
が
、

平
成
２６
年
度
実
績
は
１１２
件
で
２４７
万
８

千
５００
円
、
平
成
２７
年
７
月
末
実
績
は
４
千

３８６
件
で
４
千
３７９
万
７
千
４００
円
で
あ
る
。

　

手
数
料
は
１
件
５７
円
で
あ
る
。

問
た
ば
こ
販
売
組
合
に
は
コ
ン
ビ
ニ
も

入
っ
て
い
る
か
。

答
組
合
数
は
４０
人
だ
が
、
コ
ン
ビ
ニ
は

入
っ
て
い
な
い
。

問
交
通
安
全
対
策
特
別
交
付
金
と
は
。

答
道
路
交
通
法
違
反
の
反
則
金
を
原
資

と
し
、
区
画
線
（
白
線
）
や
カ
ー
ブ

ミ
ラ
ー
な
ど
の
修
復
に
使
わ
れ
る
。
な
お
、

事
故
件
数
が
多
い
場
合
に
交
付
金
が
増
額

さ
れ
る
。

問
宝
く
じ
市
町
村
交
付
金
の
内
訳
は
。

答
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ
は
県
ご
と

に
３
カ
年
固
定
の
枠
が
あ
り
、
秋
田

県
は
５
億
円
枠
で
、
当
町
は
約
１
千
３００
万

円
で
あ
る
。
オ
ー
タ
ム
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ

は
、
全
国
の
売
り
上
げ
額
に
応
じ
て
配
分

さ
れ
、
当
町
は
約
５００
万
円
で
あ
る
。 

総務常任委員会審議

　納税の公平化のため引き続

き収納に努力していただくこ

と、及び、税務事務運営方針

を遵守しトラブルやミスがな

いように細心の注意を払って

いただきたい。

意 　　 見

　

平
成
２６
年
度
各
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
１２
議
案
は
、
各
常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ
、
委
員
会
が
所

管
す
る
決
算
内
容
に
つ
い
て
審
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
教
育
民
生
常
任
委
員
会
は
「
原

案
の
と
お
り
認
定
す
べ
き
」、
総
務
常
任
委
員
会
と
産
業
建
設
常
任
委
員
会
は
「
意
見
を
付
し
て
原

案
の
通
り
認
定
す
べ
き
」
と
し
、
本
会
議
に
報
告
し
ま
し
た
。

決
算
の
審
議

決
算
の
審
議
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5 決算の審議

教育民生常任委員会審議

教育
民生
教育
民生
常任委員会常任委員会

問
Ｌ
Ｅ
Ｄ
街
路
灯
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
事
業
は
、

当
初
の
見
込
み
ど
お
り
、
電
気
料
な

ど
は
減
少
し
て
い
る
の
か
。

答
平
成
２６
年
１０
月
か
ら
１０
年
間
の
長
期

契
約
を
し
て
お
り
、
ま
だ
１
年
も

経
っ
て
い
な
い
の
で
正
式
な
比
較
は
で
き

て
い
な
い
が
、
電
気
料
は
３
割
か
ら
４
割

程
度
に
減
っ
て
お
り
、
毎
年
数
百
万
円

あ
っ
た
修
繕
料
も
大
幅
に
減
っ
て
い
る
。

問
秋
田
県
総
合
防
災
情
報
シ
ス
テ
ム
の

内
容
は
。

答
各
町
村
と
県
庁
を
結
ぶ
シ
ス
テ
ム
で

あ
り
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
電
話
・
衛
星
電
話
・

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
通
信
を
使
っ
て
、
ど
の

よ
う
な
状
況
で
も
県
と
の
通
信
が
で
き
る

よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

問
臨
時
福
祉
給
付
金
の
１
万
円
と
１
万

５
千
円
の
違
い
は
。
ま
た
、
平
成
２７

年
度
の
給
付
金
の
支
給
内
容
は
、
ど
の
よ

う
に
変
わ
っ
た
の
か
。

答
年
金
を
受
給
し
て
い
る
人
に
は
５
千

円
の
加
算
が
あ
る
の
で
１
万
５
千
円

と
な
る
。
受
給
者
数
は
３
千
２６
人
で
あ
る
。

１
万
円
の
対
象
は
そ
れ
以
外
の
方
で
、
受

給
者
数
は
１
千
４３０
人
で
あ
る
。

　

ま
た
、
平
成
２７
年
度
の
給
付
金
は
一
律

６
千
円
で
あ
る
。
な
お
、
子
育
て
世
帯
は

臨
時
給
付
金
３
千
円
を
受
給
で
き
る
。
昨

年
度
は
児
童
手
当
の
支
給
を
受
け
て
い
る

人
は
重
複
し
て
受
給
で
き
な
か
っ
た
が
、

今
年
度
か
ら
は
両
方
受
給
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
。

問
介
護
保
険
料
の
納
入
は
、
一
般
納
付

と
年
金
か
ら
の
天
引
き
を
選
択
で
き

る
の
か
。

答
年
金
収
入
が
年
額
１８
万
円
以
上
の
方

は
年
金
天
引
き
と
な
り
、
そ
れ
以
下

の
方
は
普
通
徴
収
と
な
り
納
付
書
で
納
付

し
て
も
ら
う
。
年
度
中
に
６５
歳
に
な
ら
れ

た
方
は
、
１
年
目
だ
け
は
普
通
徴
収
と
な

る
。

問
平
成
２７
年
８
月
か
ら
介
護
保
険
の
自

己
負
担
額
が
２
割
に
引
き
上
げ
ら
れ

た
が
、三
種
町
で
そ
の
対
象
者
は
何
人
か
。

答
１８
人
で
あ
る
。

問
脳
ド
ッ
ク
検
診
の
状
況
は
。
ま
た
、

こ
の
検
診
を
受
け
ら
れ
る
病
院
は
。

答
平
成
２６
年
度
は
１７１
人
、
平
成
２７
年
度

の
今
の
時
点
で
１０３
人
で
あ
る
。
検
診

を
受
け
ら
れ
る
病
院
は
、
脳
血
管
研
究
セ

ン
タ
ー
、
秋
田
赤
十
字
病
院
、
中
通
総
合

病
院
、
秋
田
厚
生
医
療
セ
ン
タ
ー
、
能
代

厚
生
医
療
セ
ン
タ
ー
の
５
病
院
で
あ
る
。

問
精
密
検
査
費
の
一
部
助
成
金
は
、
再

検
査
費
の
助
成
と
い
う
こ
と
で
大
変

良
い
補
助
金
で
あ
る
。金
額
は
い
く
ら
か
。

答
集
団
健
診
に
よ
る
胃
が
ん
、
大
腸
が

ん
検
診
の
結
果
、
精
密
検
査
が
必
要

と
診
断
さ
れ
精
密
検
査
を
受
け
た
人
に
対

し
３
千
円
を
上
限
に
自
己
負
担
分
を
補
助

し
て
い
る
。

問
学
校
生
活
支
援
員
は
、
年
間
何
日
勤

務
し
て
い
る
の
か
。

答
特
別
な
支
援
が
必
要
な
生
徒
児
童
も

通
常
の
学
級
で
勉
強
し
て
い
る
の

で
、
支
援
員
は
そ
の
た
め
に
配
置
さ
れ
て

い
る
。
勤
務
日
数
は
２００
日
で
あ
る
。

問
衛
生
処
理
事
業
の
繰
入
金
に
つ
い

て
、
平
成
２５
年
度
は
２
千
万
円
で
、

平
成
２６
年
度
は
１
千
８００
万
円
と
約
２００
万
円

減
少
し
て
い
る
。
要
因
は
何
か
。

答
発
電
機
な
ど
の
大
き
な
補
修
が
終
了

し
た
の
で
、
歳
出
が
減
り
、
そ
れ
に

よ
っ
て
繰
入
金
も
減
っ
た
と
い
う
状
況
で

あ
る
。

問
ひ
ま
わ
り
セ
ン
タ
ー
入
浴
料
１６４
万

６
千
１００
円
収
入
さ
れ
て
い
る
が
、
何

人
利
用
し
て
い
る
の
か
。

答
年
間
１
万
１
千
２３７
人
で
あ
る
。
内
訳

は
大
人
１
万
４４８
人
、
小
人
７８９
人
で
あ

る
。

問
給
食
セ
ン
タ
ー
厨
房
作
業
機
器
保
守

点
検
業
務
の
詳
細
は
。

答
す
べ
て
全
自
動
の
機
械
で
、
毎
日

１
千
２００
人
分
の
給
食
を
作
っ
て
い
る

が
、
機
械
の
故
障
で
業
務
が
停
止
し
な
い

よ
う
に
念
入
り
に
点
検
し
て
い
る
。ま
た
、

故
障
に
よ
り
機
器
の
部
品
や
破
片
が
給
食

に
混
入
す
る
こ
と
が
な
い
よ
う
徹
底
的
に

点
検
し
て
い
る
。
夏
休
み
と
冬
休
み
期
間

中
に
実
施
し
て
い
る
。

問
高
齢
者
除
排
雪
支
援
事
業
に
つ
い

て
、
降
雪
量
に
応
じ
た
柔
軟
な
対
応

は
で
き
な
い
か
。

答
地
域
に
よ
り
降
雪
量
の
差
が
あ
る
こ

と
は
把
握
し
て
お
り
、
今
後
の
検
討

課
題
と
し
た
い
。
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産業
建設
産業
建設
常任委員会常任委員会

○ゆうぱる宿泊棟改修工事が、一部不適切な予算執行のもとに行われており、今後町の工事の実施に

当たっては執行管理に十分留意すること。

○米価下落緊急対策小作料補助金は、担い手農家など大規模農家を支給対象にしたものであるが、補

助のねらいとしている農地の集積促進を図るためには、貸し手等農地の提供側の協力や認識が不可

欠であることから、その視点が欠落している当補助金は、補助効果の観点で見れば十分な対策とは

言えない。こうしたことから、関係する請願が採択されていることもあり、関連意見として今後、

自作農家等中小規模農家に配慮した対策を実施するよう望むものである。 

意　　　　見

問
釜
谷
地
区
の
農
業
集
落
排
水
を
流
域

下
水
道
に
接
続
す
る
費
用
は
い
く
ら

に
な
る
の
か
。

答
現
在
、
県
に
認
可
変
更
の
手
続
き
中

で
あ
る
。
釜
谷
地
区
を
中
心
と
し
て
、

三
種
町
全
体
の
見
直
し
計
画
、
基
本
設
計

を
発
注
し
て
い
る
。
平
成
２８
年
度
に
は
流

域
下
水
道
に
つ
な
ぐ
た
め
の
実
施
設
計
、

平
成
２９
年
度
に
は
本
工
事
を
行
い
、
平
成

３０
年
度
に
供
用
開
始
の
予
定
で
あ
る
。
概

算
の
事
業
費
は
、
平
成
２４
年
度
に
算
出
し

た
金
額
は
約
１
億
５
千
万
円
で
あ
る
。

問
三
種
町
議
会
で
は
、
米
価
下
落
対
策

に
つ
い
て
の
陳
情
を
採
択
し
た
。
そ

の
趣
旨
を
受
け
て
中
小
規
模
農
家
へ
の
配

慮
を
来
年
度
の
予
算
に
反
映
す
べ
く
努
力

を
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

答
新
規
に
予
算
化
す
る
の
は
非
常
に
難

し
い
。
産
業
建
設
常
任
委
員
会
か
ら

意
見
が
あ
っ
た
こ
と
を
伝
え
る
。

問
降
雪
前
に
各
業
者
と
一
緒
に
ど
の
よ

う
な
除
雪
の
仕
方
を
や
る
か
な
ど
の

現
場
立
ち
合
い
は
、
や
っ
て
い
る
の
か
。

答
シ
ー
ズ
ン
前
に
除
雪
会
議
を
開
き
、

除
雪
に
携
わ
る
関
係
者
が
集
ま
り
、

そ
の
年
の
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ

と
な
ど
、
打
ち
合
わ
せ
を
行
っ
て
い
る
。

路
線
一
つ
ひ
と
つ
の
除
雪
の
仕
方
に
つ
い

て
は
、
会
議
の
中
で
指
導
し
て
い
る
。
排

雪
場
所
や
地
元
の
方
の
要
望
箇
所
に
つ
い

て
も
、
業
者
に
指
示
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
業
者
も
自
主
的
に
現
場
確
認
し

て
い
る
。

問
ゆ
う
ぱ
る
宿
泊
棟
外
構
工
事
２０５
万
２

千
円
と
あ
る
が
、
こ
れ
は
２
月
１７
日

と
２
月
２７
日
の
臨
時
議
会
で
ゆ
う
ぱ
る
宿

泊
棟
改
修
工
事
費
で
減
額
し
た
分
な
の
か
。

答
そ
う
で
あ
る
。

問
元
々
本
体
の
工
事
に
組
み
込
ま
れ
て

い
た
も
の
を
、
現
場
精
査
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
今
回
そ
れ
は
い
ら
な
く
な
っ

た
と
い
う
説
明
で
あ
っ
た
。
そ
れ
を
な
ぜ

復
活
さ
せ
て
工
事
し
て
い
る
の
か
。

答
２
月
１７
日
の
臨
時
議
会
で
本
体
工
事

に
組
み
入
れ
た
時
に
事
前
着
工
だ
と

指
摘
さ
れ
た
の
で
、
既
存
契
約
に
組
み
入

れ
、
は
ず
し
た
外
構
工
事
は
別
で
発
注
し

た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

問
ゆ
う
ぱ
る
宿
泊
棟
外
構
工
事
は
、事
前

執
行
だ
と
い
う
こ
と
を
認
め
る
の
か
。

答
事
前
執
行
で
あ
り
、
原
則
と
し
て
議

決
を
求
め
る
工
事
で
あ
っ
た
と
認
め

る
。

問
町
道
補
修
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な

手
順
で
取
組
む
の
か
。

答
地
域
住
民
か
ら
の
通
報
や
パ
ト
ロ
ー

ル
で
発
見
し
た
も
の
を
補
修
し
て
い

る
。

　

パ
ト
ロ
ー
ル
は
、
交
通
量
の
多
い
と
こ

ろ
を
重
視
し
、
ま
た
各
地
域
均
等
に
補
修

す
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

問
金
仏
梅
公
園
管
理
業
務
に
つ
い
て
、

収
穫
量
と
売
上
額
は
ど
れ
く
ら
い
か
。

答
Ｊ
Ａ
出
荷
分
と
し
て
は
、
１
万
７４７
キ

ロ
。
一
般
販
売
分
と
し
て
６４６
キ
ロ
。

ジ
ュ
ー
ス
加
工
分
と
し
て
２
千
キ
ロ
で
あ

る
。

　

売
り
上
げ
は
約
２２０
万
円
で
あ
る
。

産業建設常任委員会審議
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会　　　計　　　名 補正前の予算総額 追加補正額 補正後の予算総額
●一般会計 111億8,270万9千円 8,103万　　円 112億6,373万9千円
【主な歳出】

事　　業　　内　　容 事 業 費
財　　源

国 県 町
マイナンバー法対応ネットワーク変更業務 407万6千円 407万6千円

ふるさと納税謝礼・発注管理システム利用料 2,793万6千円 2,793万6千円

水道未普及地域水道施設整備費補助金（羽立地区） 224万5千円 224万5千円

住宅リフォーム助成事業補助金 1,600万  　円 1,600万  　円

釜谷地区避難所さく井工事費 163万1千円 163万1千円

下岩川・金岡・森岳小学校ブランコ設置等工事費 217万1千円 217万1千円

スカルパ野球場改修調査基本設計費 231万2千円 231万2千円

住宅リフォーム補助金1,600万円を追加！ 平成27年９月定例会
補正予算の内容

●特別会計

会　　　計　　　名 補正前の予算総額 補　正　額 補正後の予算総額
国民健康保険事業勘定特別会計 28億3,584万9千円 △146万7千円 28億3,438万2千円
後期高齢者医療特別会計 1億6,961万8千円 12万2千円 1億6,974万  　円
簡易水道事業特別会計 2億4,537万7千円 1,067万4千円 2億5,605万1千円
公共下水道事業特別会計 6億2,203万3千円 760万3千円 6億2,963万6千円
農業集落排水事業特別会計 1億6,301万9千円 63万8千円 1億6,365万7千円
介護保険事業勘定特別会計 27億5,404万  　円 5,285万9千円 28億　689万9千円
介護サービス事業勘定特別会計 2,747万8千円 292万7千円 3,040万5千円
衛生処理事業特別会計 2,596万6千円 374万2千円 2,970万8千円

●水道事業会計

区　　　　　　　分 補正前の予算総額 補　正　額 補正後の予算総額
収益的収入 1億5,479万1千円 9万9千円 1億5,489万  　円
収益的支出 1億5,768万2千円 △546万7千円 1億5,221万5千円
資本的支出 7,456万2千円 389万2千円 7,845万4千円

次
ペ
ー
ジ
へ
つ
づ
く

審
議
さ
れ
た
議
案
一
覧
採決
状況

結果

区分

議　
　

案　
　

名

賛成
反対

平成26年度決算
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定

14
3
認定

国
民
健
康
保
険
事
業
勘
定
特
別

会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定

15
2
認定

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
歳

入
歳
出
決
算
の
認
定

17
0
認定

簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
歳
入

歳
出
決
算
の
認
定

17
0
認定

公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
歳

入
歳
出
決
算
の
認
定

17
0
認定

農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計

歳
入
歳
出
決
算
の
認
定

17
0
認定

介
護
保
険
事
業
勘
定
特
別
会
計

歳
入
歳
出
決
算
の
認
定

17
0
認定

介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
勘
定
特
別

会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定

17
0
認定

衛
生
処
理
事
業
特
別
会
計
歳
入

歳
出
決
算
の
認
定

17
0
認定

温
泉
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出

決
算
の
認
定

17
0
認定

国
民
健
康
保
険
診
療
施
設
勘
定
特

別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定

17
0
認定

水
道
事
業
会
計
決
算
の
認
定

17
0
認定

条　例

議
会
の
議
決
に
付
す
べ
き
事
件

に
関
す
る
条
例
の
制
定

17
0
可決

手
数
料
徴
収
条
例
の
一
部
改
正
15
2
可決

平成27年度予算

公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
へ

の
繰
入

17
0
可決

一
般
会
計
予
算
の
補
正

15
2
可決

国
民
健
康
保
険
事
業
勘
定
特
別

会
計
予
算
の
補
正

17
0
可決
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※
議
長
は
採
決
に
加
わ
り
ま
せ
ん
。

ゆ
め
ろ
ん
改
修
工
事
費
追
加
予
算
案
を
否
決

議 
案 
審 

議

　

こ
の
議
案
は
、
ゆ
め
ろ
ん
改
修
工
事
費

を
増
額
す
る
予
算
案
で
あ
る
。

　

９
月
定
例
議
会
最
終
日
の
９
月
１８
日
、

工
事
費
２
千
５００
万
円
を
増
額
し
た
一
般
会

計
補
正
予
算
が
追
加
提
案
さ
れ
、
質
疑
は

な
く
、
反
対
・
賛
成
討
論
が
交
わ
さ
れ
、

起
立
採
決
が
行
わ
れ
た
。
結
果
は
、
賛
成

２
、
反
対
１５
（
定
数
１８
人
、
議
長
を
除
く
）

と
な
り
否
決
さ
れ
た
。

 

◆
反
対
討
論

　
　
　
　
　
　
　
　
　

清
水
欣
也
議
員　

今
回
の
補
正
予
算
は
、

要
求
す
る
こ
と
自
体
が
お
か
し
い
。

　

ゆ
め
ろ
ん
の
改
修
工
事
費
の
増
額
が
必

要
か
、
設
計
変
更
が
必
要
か
は
、
一
度
入

札
を
執
行
し
契
約
を
し
た
後
に
出
て
く
る

問
題
で
あ
っ
て
、
入
札
と
契
約
を
経
て
い

な
い
の
に
一
度
決
ま
っ
た
予
定
価
格
を
さ

ら
に
上
げ
る
た
め
に
予
算
を
増
額
す
る
と

い
う
の
は
極
め
て
勝
手
で
、
業
者
の
言
い

な
り
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

　

そ
も
そ
も
、
な
ぜ
全
社
指
名
替
え
に
よ

る
入
札
を
し
な
い
で
、
１
回
目
で
入
札
を

中
止
し
た
の
か
。

　

全
指
名
業
者
が
入
札
を
辞
退
す
る
と
い

う
こ
と
は
、
自
分
達
は
こ
の
入
札
に
は
参

加
し
な
い
と
い
う
意
志
表
示
で
あ
り
、
そ

の
業
者
の
都
合
に
よ
っ
て
町
の
入
札
の
や

り
方
が
左
右
さ
れ
る
筋
合
い
は
な
い
。
そ

の
た
め
、全
指
名
業
者
が
辞
退
し
た
場
合
、

直
ち
に
指
名
替
え
を
し
て
入
札
を
し
直
す

の
が
公
共
工
事
の
常
識
で
あ
る
。

　

国
で
も
そ
う
し
て
い
る
し
、
県
で
も
そ

う
し
て
い
る
。
県
内
の
市
町
村
も
県
の
ル

ー
ル
に
準
じ
て
い
る
。
な
ぜ
、
私
達
の
町

だ
け
が
ル
ー
ル
を
無
視
す
る
の
か
。
町
民

の
非
難
の
声
が
聞
こ
え
な
い
の
か
。

　

ま
た
、
一
度
電
気
設
備
工
事
と
機
械
設

備
工
事
を
建
築
工
事
か
ら
分
離
発
注
し
て

お
き
な
が
ら
、
な
ぜ
今
度
は
建
築
工
事
へ

の
一
括
発
注
に
変
更
す
る
の
か
。

　

な
ぜ
、
当
初
の
分
割
発
注
の
目
的
を
捨

て
る
の
か
。
こ
れ
で
は
、
指
名
が
取
り
消

さ
れ
る
業
者
に
と
っ
て
は
、
町
は
信
義
に

も
と
る
と
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

結
論
と
し
て
、
指
名
替
え
に
よ
る
入
札

と
契
約
を
経
な
い
補
正
予
算
案
に
は
反
対

で
あ
る
。

 

◆
賛
成
討
論

　
　
　
　
　
　
　
　
　

後
藤
栄
美
子
議
員　

産
業
建
設
常
任
委
員

会
で
の
指
摘
や
要
望
を
取
り
入
れ
、
実
施

設
計
を
し
た
結
果
、
基
本
設
計
よ
り
か
か

り
増
し
に
な
っ
た
と
全
員
協
議
会
で
説
明

が
あ
っ
た
。
予
算
不
足
で
は
、
せ
っ
か
く

の
改
修
が
中
途
半
端
で
町
民
も
納
得
し
な

い
と
思
う
。

　

４
億
６
千
万
円
を
か
け
て
行
わ
れ
る
工

事
を
町
外
の
業
者
に
や
ら
せ
て
も
良
い
の

だ
ろ
う
か
。
で
き
る
こ
と
な
ら
指
名
業
者

す
べ
て
町
内
業
者
で
入
札
し
て
ほ
し
い

が
、
そ
う
も
い
か
な
い
の
で
、
当
局
は
そ

の
辺
を
十
分
考
慮
し
て
、
業
者
選
定
し
て

い
た
だ
き
た
い
。
町
内
業
者
が
請
け
負
っ

た
場
合
、
町
に
も
た
ら
す
投
資
効
果
は
大

き
い
も
の
と
期
待
し
て
い
る
。
業
者
の
従

業
員
は
も
ち
ろ
ん
、
そ
の
家
族
、
大
工
、

左
官
屋
、
給
油
所
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
業

種
に
お
金
が
回
る
も
の
と
期
待
し
て
い

る
。

　

町
内
の
建
設
業
者
は
大
型
機
械
を
自
前

で
保
有
し
、
災
害
時
に
は
早
期
復
旧
に
重

要
な
戦
力
と
な
る
。
い
わ
ば
町
の
財
産
を

民
間
業
者
が
保
有
し
て
い
る
の
と
同
じ

だ
。
そ
の
町
内
業
者
を
育
て
る
の
も
、
町

の
役
割
と
私
は
思
っ
て
い
る
。

　

よ
っ
て
、
こ
の
補
正
予
算
案
に
は
賛
成

で
あ
る
。

審
議
さ
れ
た
議
案
一
覧
採決
状況

結果

区分

議　
　

案　
　

名

賛成
反対

平成27年度予算

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
予

算
の
補
正

17
0
可決

簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
予
算

の
補
正

17
0
可決

公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
予

算
の
補
正

17
0
可決

農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計

予
算
の
補
正

17
0
可決

介
護
保
険
事
業
勘
定
特
別
会
計

予
算
の
補
正

17
0
可決

介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
勘
定
特
別

会
計
予
算
の
補
正

17
0
可決

衛
生
処
理
事
業
特
別
会
計
予
算

の
補
正

17
0
可決

温
泉
事
業
特
別
会
計
予
算
の
補
正
17
0
可決

水
道
事
業
会
計
予
算
の
補
正

17
0
可決

一
般
会
計
予
算
の
補
正（
追
加
）
2
15
否決

推薦

人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦
17
0
可決

その他
行
政
不
服
審
査
会
の
事
務
の
委
託
17
0
可決

発　　議

議
会
会
議
規
則
の
一
部
改
正

17
0
可決

議
会
傍
聴
規
則
の
一
部
改
正

17
0
可決

議
員
派
遣
（
町
民
と
議
会
と
の

懇
談
会
）

17
0
可決

報告

財
政
の
健
全
化
判
断
比
率
及
び

資
金
不
足
比
率
の
報
告

－
－
報告
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議案審議、議案採決結果

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17
結　
　

果

　　　　　　　　　　　　議　員　名
　

議　案　名　　　　　　　　　　　　　

大
澤　

和
雄

宮
田　

幹
保

安
藤　

賢
藏

三
浦　
　

敦

清
水　

欣
也

工
藤　

秀
明

高
橋　
　

満

石
井　

秀
基

鈴
木　

一
幸

小
澤　

高
道

成
田　

光
一

加
藤
彦
次
郎

後
藤
栄
美
子

堺
谷　

直
樹

伊
藤　

千
作

平
賀　
　

真

児
玉　

信
長

手数料徴収条例の一部改正 ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ 可決
平成26年度一般会計歳入歳出決算の認定 ● ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ 可決
平成26年度国民健康保険事業勘定特別会計歳入歳出決算の認定 ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ 可決
平成27年度一般会計予算の補正 ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ 可決
平成27年度一般会計予算の補正（追加） ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ○ ● ○ ● ● ● ● 否決
※採決の際に賛否が分かれた議案を掲載しています。　　※議長は採決に加わりません。

議案採決結果

      問
今
回
の
補
正
予
算
は
、
解
体
予
定
の

空
き
家
が
計
画
件
数
以
上
に
増
え
た

た
め
な
の
か
。
ま
た
、
全
体
の
件
数
は
。

答
解
体
費
の
助
成
金
は
当
初
予
算
が

１１０
万
円
、
６
月
補
正
で
２２０
万
円
が
計

上
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
実
績
が

約
２０３
万
円
、
今
後
支
出
見
込
額
が
１３２
万
円

あ
り
、
さ
ら
に
解
体
２
件
分
を
支
出
す
る

予
定
で
あ
る
。
な
お
補
助
件
数
は
決
定
し

て
い
る
も
の
が
７
件
、
補
助
見
込
み
が
４

件
、
計
１１
件
で
あ
る
。

問
６
月
定
例
会
で
定
住
対
策
費
４００
万
円

計
上
さ
れ
て
い
た
が
、
そ
の
後
の
進

捗
状
況
は
。

答
現
在
３
件
・
移
住
者
５
名
に
つ
い
て
、

エ
ア
コ
ン
の
設
置
、
水
回
り
関
係
の

修
繕
を
実
施
中
で
あ
る
。

問
ス
カ
ル
パ
野
球
場
大
規
模
改
修
調
査

基
本
設
計
業
務
の
詳
細
は
。

答
建
設
か
ら
２０
年
が
経
過
し
て
お
り
、

建
屋
部
分
の
老
朽
化
、
ダ
グ
ア
ウ
ト

の
雨
漏
り
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
芝
部
分
の
排

水
の
悪
化
な
ど
が
み
ら
れ
る
。
特
に
ス
コ

ア
ボ
ー
ド
に
つ
い
て
は
ス
ト
ラ
イ
ク
、
ボ

ー
ル
、
ア
ウ
ト
の
表
示
が
変
わ
っ
て
し

ま
っ
た
。
全
体
的
に
改
修
す
る
た
め
の
基

本
設
計
の
調
査
費
用
で
あ
る
。

問
小
学
校
施
設
改
修
工
事
の
詳
細
は
。

答
下
岩
川
、
森
岳
、
金
岡
の
各
小
学
校

に
ブ
ラ
ン
コ
を
設
置
す
る
工
事
で
あ

る
。
一
基
あ
た
り
７０
万
円
ほ
ど
で
あ
る
。

問
琴
丘
小
学
校
の
体
育
館
改
修
工
事
に

つ
い
て
は
、
夏
休
み
中
の
工
事
と
聞

い
て
い
た
が
、工
事
が
遅
れ
た
理
由
は
何
か
。

答
夏
休
み
期
間
中
に
と
進
め
て
い
た

が
、
設
計
業
務
関
係
が
施
設
の
部
分

的
な
改
修
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
学
校
側
と

の
協
議
な
ど
に
時
間
が
か
か
っ
て
し
ま
っ

た
。
授
業
な
ど
に
支
障
の
な
い
よ
う
に
工

事
を
進
め
て
い
る
。

　

問
ふ
る
さ
と
納
税
に
係
る
シ
ス
テ
ム
利

用
料
の
詳
細
は
。

答
こ
れ
ま
で
は
町
に
連
絡
を
い
た
だ

き
、
こ
ち
ら
か
ら
本
人
に
申
込
書
を

送
付
し
、
お
金
を
振
り
込
ん
で
い
た
だ
い

て
、
そ
れ
を
確
認
し
、
返
礼
品
を
送
付
す

る
と
い
う
流
れ
で
あ
っ
た
。
こ
の
イ
ー

ネ
ッ
ト
シ
ス
テ
ム
を
使
う
こ
と
で
事
務
の

簡
略
化
、
納
税
者
の
利
便
性
を
は
か
る
こ

と
に
つ
な
が
る
。
そ
の
委
託
料
は
、
寄
付

額
の
１３
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
る
。 

解体工事が進められた空き家

改修工事が進められている琴丘小学校体育館

 

そ
の
他
の

一
般
会
計
予
算
の
補
正    
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の
表
彰
を
行
う
こ
と
を
念
頭
に

検
討
し
て
い
る
。

　

表
彰
制
度
に
は
透
明
性
と
公

平
性
が
求
め
ら
れ
る
の
で
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
等
に
対
す
る

表
彰
等
も
新
た
な
表
彰
基
準
を

設
け
対
応
し
て
い
く
。

平
賀
町
内
に
は
さ
ま
ざ
ま
な

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に

携
わ
っ
た
方
が
多
数
い
る
。
合

併
１０
年
に
合
わ
せ
長
年
活
動
に

従
事
さ
れ
て
い
る
方
々
に
対
し

感
謝
の
意
を
表
し
て
は
ど
う
か
。

　

報
酬
や
対
価
を
求
め
な
い
の

が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で
は
あ

る
が
、
評
価
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
今

後
の
活
動
の
励
み

に
な
る
の
で
は
な

い
か
。
条
例
に
該

当
し
な
く
て
も
特

例
で
で
き
る
の
で

は
な
い
か
。

町
長
三
種
町
誕

生
満
１０
周

年
を
祝
い
平
成
２８

年
度
中
に
記
念
式

典
を
挙
行
し
、
町

政
の
発
展
、
住
民

福
祉
の
増
進
に
功

績
の
あ
っ
た
方
々

平
賀
子
供
が
関
係
す
る
事
件

が
多
発
し
て
い
る
。
い

じ
め
が
一
因
と
考
え
ら
れ
る
自

殺
、
ト
ラ
ブ
ル
に
よ
る
殺
傷
事

件
、
育
児
放
棄
、
虐
待
等
、
連
日

マ
ス
メ
デ
ィ
ア
に
取
り
上
げ
ら

れ
て
い
る
が
、当
町
の
実
態
は
ど

の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

教
育
長
本
町
の
小
中
学
校
で

は
児
童
生
徒
の
安
全

や
生
命
を
脅
か
す
事
案
は
現
在

の
と
こ
ろ
発
生
し
て
い
な
い
。

　

児
童
虐
待
に
つ
い
て
は
、
児

童
相
談
所
が
受
理
し
て
い
る
も

の
が
１
件
あ
る
が
、
福
祉
課
と

民
生
児
童
委
員
を
は
じ
め
関
係

機
関
と
連
携
を
取
り
な
が
ら
見

守
り
活
動
を
行
っ
て
い
く
。

平
賀
小
中
学
校
に
お
け
る
問

題
行
動
や
児
童
生
徒
が

加
害
者
、
被
害
者
と
な
る
事
例

が
あ
る
の
か
。
そ
の
具
体
的
な

対
応
は
。

教
育
長
各
小
中
学
校
に
お
け

る
問
題
行
動
を
学
校

現
場
で
把
握
し
た
場
合
、
た
だ

ち
に
対
応
策
を
講
じ
て
い
る
。

問
題
が
他
校
の
児
童
生
徒
と
関

係
が
あ
る
場
合
は
、
学
校
間
で

情
報
交
換
し
て
い
る
ほ
か
、
近

隣
の
学
校
と
も
情
報
を
共
有
し

な
が
ら
対
応
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
家
庭
と
も
連
絡
を
密

に
し
な
が
ら
家
庭
状
況
の
把
握

を
十
分
に
行
い
、
必
要
が
あ
れ

ば
民
生
児
童
委
員
や
児
童
相
談

所
、
警
察
等
の
関
係
機
関
と
の

連
携
も
行
っ
て
い
る
。

平
賀
不
登
校
の
児
童
生
徒
の

受
け
皿
は
ど
う
な
っ
て

い
る
の
か
。
さ
ま
ざ
ま
な
形
で

発
信
さ
れ
る
Ｓ
Ｏ
Ｓ
に
対
し
、教

育
現
場
で
は
ど
の
よ
う
に
対
応

し
て
い
る
の
か
。
ま
た
、情
報
の

共
有
化
は
進
ん
で
い
る
の
か
。

教
育
長
不
登
校
児
童
生
徒
に

つ
い
て
は
、
山
本
公

民
館
に
開
設
し
て
い
る
「
あ
す

な
ろ
教
室
」
で
特
別
教
育
相
談

員
が
対
応
し
て
い
る
。
相
談
員

は
公
民
館
に
い
る
だ
け
で
は
な

く
、
必
要
に
応
じ
て
各
学
校
や

家
庭
訪
問
を
実
施
し
て
い
る
。

子供のＳＯＳへの対応は万全か

 教育長  各学校に対し、児童生徒の安全、生命の確保に
　　　　万全を期するように指導助言している

平賀 　真 議員

長
年
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
努
力
さ
れ
て
い
る

方
々
に
感
謝
の
意
を
表
す
べ
き
で
は
な
い
か 

町
長  

そ
の
よ
う
な
方
々
に
対
し
、
し
っ
か
り
光
を

当
て
、
そ
の
労
を
ね
ぎ
ら
い
感
謝
の
意
を
表
し
た
い

見守り隊による児童の安全確認
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防災行政無線の利活用

　町長  慎重に検討していきたい

堺谷 直樹 議員

堺
谷
ニ
ュ
ー
ス
等
で
耳
に
す

る
よ
う
に
、
子
供
が
犯

罪
に
巻
き
込
ま
れ
る
事
案
が
後

を
絶
た
な
い
。
児
童
の
下
校
時

に
防
災
行
政
無
線
で
地
域
住
民

に
見
守
り
を
お
願
い
し
て
は
ど

う
か
。

　

ま
た
、
町
民
歌
を
耳
に
す
る

機
会
が
少
な
い
の
で
、
防
災
行

政
無
線
に
よ
り
周
知
を
図
っ
て

は
ど
う
か
。

町
長
教
育
委
員
会
と
し
て
は

大
い
に
進
め
た
い
が
、

ス
ポ
少
や
児
童
ク
ラ
ブ
等
に
よ

り
下
校
時
間
に
バ
ラ
ツ
キ
が
あ

る
た
め
、
慎
重
に
検
討
し
て
い

き
た
い
。

　

ま
た
、
町
民
歌
の
放
送
は
、

現
在
の
町
民
歌
は
合
唱
ス
タ
イ

ル
で
歌
詞
が
聞
き
取
り
に
く

い
。
来
年
度
に
１０
周
年
を
記
念

し
、
ソ
ロ
歌
手
に
よ
る
再
録
音

を
考
え
て
い
る
た
め
、
さ
ま
ざ

ま
な
機
会
を
捉
え
て
周
知
を
図

り
た
い
と
考
え
て
い
る
。

三
種
型
ク
ア
オ
ル
ト
の
総

合
窓
口
に
ゆ
う
ぱ
る
を

町
長  

県
と
の
協
働
事
業

で
あ
る
た
め
ゆ
め
ろ
ん
に

堺
谷
総
合
案
内
窓
口
を
設
置

す
る
ゆ
め
ろ
ん
コ
ー
ス

の
参
加
率
が
低
い
。
ゆ
め
ろ
ん

の
支
配
人
や
従
業
員
は
頑
張
っ

て
い
る
が
、
農
作
業
に
従
事
す

る
方
が
多
い
等
、
地
域
特
性
が

関
係
し
て
い
る
の
で
は
な
い

か
。
参
加
率
や
町
民
の
関
心
度

合
が
高
い
琴
丘
、
山
本
の
コ
ー

ス
に
近
接
す
る
ゆ
う
ぱ
る
を
窓

口
に
し
て
は
ど
う
か
。
町
民
の

健
康
増
進
の
先
に
、
こ
の
事
業

に
よ
る
森
岳
温
泉
郷
の
活
性
化

を
視
野
に
入
れ
て
考
え
る
な

ら
、
そ
ち
ら
の
方
が
メ
リ
ッ
ト

が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

町
長
県
と
の
協
働
事
業
で
あ

り
、
ゆ
め
ろ
ん
を
総
合

案
内
窓
口
に
し
改
修
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
る
。
石
倉
山
公
園

コ
ー
ス
や
琴
丘
ク
ア
の
古
道
コ

ー
ス
は
日
本
ク
ア
オ
ル
ト
研
究

機
構
の
認
定
コ
ー
ス
に
な
る
よ

う
、先
行
し
て
整
備
し
て
い
る
。

今
後
は
滞
在
型
プ
ロ
グ
ラ
ム
で

交
流
人
口
の
拡
大
を
図
っ
て
い

く
が
、
森
岳
温
泉
郷
の
民
間
施

設
の
方
々
に
も
主
体
的
取
組
を

期
待
す
る
。

山
本
ふ
る
さ
と
文
化
館

に
ス
ロ
ー
プ
の
設
置
を

教
育
長  

調
査
し
検
討
す
る

　
　
　

堺
谷
１
年
を
通
し
て
利
用
さ

れ
る
文
化
館
だ
が
、
駐

車
場
か
ら
の
階
段
が
高
齢
者
に

は
大
変
き
つ
い
た
め
、
ス
ロ
ー

プ
を
設
け
て
は
ど
う
か
。

　

ま
た
、
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
緞
帳

を
ア
ピ
ー
ル
す
る
大
型
看
板
を

設
置
し
誘
客
を
図
っ
て
は
。

教
育
長
文
化
館
駐
車
場
か
ら

の
階
段
は
、
お
年
寄

り
や
身
障
者
の
方
々
に
は
確
か

に
き
つ
い
。
ス
ロ
ー
プ
を
設
け

る
際
の
方
法
、
経
費
に
つ
い
て

調
査
し
、
代
替
案
も
含
め
て
検

討
し
て
い
き
た
い
。
パ
ッ
チ
ワ

ー
ク
緞
帳
を
町
外
の
方
へ
ア
ピ

ー
ル
す
る
大
型
看
板
の
設
置
に

つ
い
て
は
、
今
あ
る
看
板
の
設

置
方
法
も
含
め
て
検
討
し
て
い

く
。

集団下校する児童
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組
織
の
育
成
が
必
要
で
は
な
い

か
。

町
長
金
岡
地
区
は
、水
道
整
備

計
画
の
区
域
内
と
な
っ

て
お
り
、
本
来
的
に
は
水
道
事

業
の
実
施
に
伴
い
消
火
栓
が
設

置
さ
れ
る
べ
き
区
域
で
は
あ
る

が
、
現
実
的
に
は
水
道
事
業
の

実
施
は
厳
し
い
状
況
に
あ
る
。

防
火
水
槽
の
増
設
に
つ
い
て
検

討
し
て
い
き
た
い
。

　

消
防
水
利
の
確
保
は
、
常
日

頃
か
ら
消
防
団
や
地
域
住
民
の

皆
さ
ん
と
情
報
を
共
有
す
る
こ

と
は
非
常
に
大
切
で
あ
る
と
認

大澤 和雄 議員

大
澤
米
、
畑
作
物
の
収
入
減

少
影
響
緩
和
対
策
の
対

象
と
な
る
認
定
農
業
者
、
集
落

営
農
組
織
、
認
定
新
規
就
農
者

の
現
在
の
数
と
、
農
家
数
・
農

地
面
積
に
占
め
る
割
合
は
ど
の

よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

　

ま
た
、
認
定
農
業
者
等
の
収

入
減
少
影
響
緩
和
対
策
の
加
入

要
件
を
満
た
し
て
い
て
も
加
入

し
な
か
っ
た
農
家
は
ど
の
く
ら

い
か
。

　

さ
ら
に
、
こ
の
制
度
の
対
象

と
な
ら
な
か
っ
た
農
家
へ
の
支

援
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る

の
か
。

町
長
現
在
、
三
種
町
の
認
定

農
業
者
は
５４７
戸
、
集
落

営
農
組
織
が
１４
組
織
、
認
定
新

規
就
農
者
は
１３
戸
と
な
っ
て
い

る
。

　

ま
た
、
三
種
町
の
農
家
数
は

全
部
で
２
千
１７７
戸
で
、
水
田
経

営
面
積
は
５
千
８００
ヘ
ク
タ
ー
ル

で
あ
る
。
収
入
減
少
影
響
緩
和

対
策
へ
の
加
入
率
は
農
家
数
で

２２．４
パ
ー
セ
ン
ト
、
交
付
対
象
面

積
で
は
５０．７
パ
ー
セ
ン
ト
と
な
っ

て
い
る
。

　

認
定
農
業
者
等
の
担
い
手

で
、
加
入
し
な
か
っ
た
農
家
は

７９
戸
、
認
定
新
規
就
農
者
は
７

戸
と
な
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
こ
の
制
度
の
支
援
の

対
象
と
な
ら
な
か
っ
た
農
家
に

対
し
て
は
、
こ
の
対
策
は
あ
く

ま
で
も
加
入
者
が
掛
金
を
負
担

す
る
保
険
的
な
制
度
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
加
入
す
る
よ
う
指
導

に
努
め
て
い
き
た
い
。

防
火
水
槽
の
増
設
を

町
長  

検
討
す
る

大
澤
町
で
は
防
火
設
備
の
整

備
に
努
め
て
い
る
が
、

金
岡
地
区
は
町
の
水
道
が
な
い

た
め
、
消
火
栓
が
設
置
さ
れ
て

い
な
い
。
そ
の
分
、
さ
ら
な
る

防
火
水
槽
の
設
置
が
必
要
で
は

な
い
か
。

　

ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で

消
防
水
利
を
ど
う
確
保
す
る

の
か
。
そ
れ
ら
の
情
報
を
共
有

し
、
地
域
で
の
自
主
的
な
防
災

収入減少影響緩和対策制度の対象とならな
かった農家への支援を

　町長  保険的な制度への加入を指導

識
し
て
い
る
。

　

そ
の
た
め
の
防
災
組
織
と
し

て
集
落
や
自
治
会
を
単
位
と
す

る
自
主
防
災
組
織
が
あ
る
が
、

町
内
組
織
率
は
現
在
約
２７
パ
ー

セ
ン
ト
と
低
い
状
態
に
あ
る
。

今
後
と
も
自
主
防
災
組
織
の
新

た
な
立
ち
上
げ
や
避
難
訓
練
な

ど
、
積
極
的
に
か
か
わ
っ
て
い

き
た
い
。

町民の生命財産を守る消防団
（山本支団　消防操法競技大会）

こ
の
他
に

「
児
童
生
徒
の
安
心
安
全
確
保
」

に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。
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伊
藤
高
齢
者
が
貧
困
化
し
て

い
く
、
そ
の
特
徴
の
一

つ
は
、
低
年
金
で
あ
り
所
得
が

少
な
く
収
入
が
低
い
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。
そ
れ
も
最
低
生
活

基
準
に
満
た
な
い
収
入
で
あ

る
。
本
人
が
ど
う
努
力
し
て
も

限
界
が
あ
り
、
社
会
的
な
制
度

で
あ
る
程
度
保
障
し
な
い
と
い

け
な
い
。

　

二
つ
目
は
貯
蓄
が
な
い
層
が

多
い
。

　

三
つ
目
の
特
徴
と
し
て
、
人

間
関
係
が
希
薄
だ
と
い
う
こ
と

が
挙
げ
ら
れ
る
。

　

誰
し
も
が
貧
困
に
陥
る
可
能

性
の
あ
る
構
造
と
な
っ
て
い
る

の
だ
か
ら
、
こ
れ
を
き
ち
ん
と

解
決
し
よ
う
と
い
う
政
策
的
な

世
論
形
成
が
必
要
と
思
う
。
そ

う
で
な
い
と
、
み
ん
な
自
己
責

任
化
し
、
貧
困
は
本
人
の
問
題

だ
と
思
っ
て
自
分
を
責
め
て
終

わ
っ
て
し
ま
う
。

　

そ
も
そ
も
、
老
後
生
活
ぐ
ら

い
は
平
準
化
す
る
た
め
に
、
社

会
保
障
制
度
は
存
在
す
る
も
の

で
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
そ
の

根
本
に
立
ち
返
ら
な
い
と
不
幸

な
高
齢
者
の
続
出
は
止
め
る
こ

と
は
で
き
な
い
と
思
う
。

　

町
長
は
、
高
齢
者
の
貧
困
問

題
に
つ
い
て
の
見
解
と
対
策
を

ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

町
長
少
子
高
齢
化
社
会
の
進

展
や
平
均
寿
命
の
延
伸

等
に
よ
り
、
ひ
と
り
暮
ら
し
の

高
齢
者
や
高
齢
世
帯
が
増
加
す

る
こ
と
で
、
何
ら
か
の
支
援
を

要
す
る
高
齢
者
が
増
え
続
け
て

い
る
こ
と
か
ら
、
今
後
と
も
、

社
会
全
体
の
問
題
と
し
て
捉
え

ら
れ
て
い
く
も
の
と
考
え
る
。

　

町
と
し
て
も
、
高
齢
者
の
貧

困
問
題
は
、
行
政
の
大
き
な
課

題
と
し
て
捉
え
な
が
ら
、
現
在

実
施
し
て
い
る
福
祉
サ
ー
ビ
ス

の
拡
充
と
あ
わ
せ
、
新
た
な
課

題
発
見
と
そ
の
解
決
に
向
け
町

の
大
き
な
課
題
と
し
て
取
組
ん

で
い
く
。

　

ま
た
、
医
療
、
介
護
、
生
活
支

援
、
介
護
予
防
が
包
括
的
に
提

供
さ
れ
る
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス

テ
ム
の
構
築
に
向
け
、
関
係
機

関
と
の
連
携
を
よ
り
強
化
し
な

が
ら
、
生
涯
住
み
慣
れ
た
地
域

で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
鋭

意
努
力
し
て
い
く
。

伊
藤
高
齢
者
の
生
活
実
態
を

踏
ま
え
な
が
ら
、
今
回
、

介
護
保
険
料
が
住
民
に
通
知
さ

れ
、
あ
ま
り
に
も
高
く
な
っ
て

い
る
の
で
、
ほ
と
ん
ど
の
人
が

驚
い
て
い
る
。
軽
減
対
策
を
考

え
て
い
く
べ
き
だ
。

町
長
負
担
で
き
る
限
界
が
多

分
あ
る
と
思
う
の
で
、

そ
の
辺
を
見
極
め
な
が
ら
、
そ

れ
ぞ
れ
の
段
階
で
負
担
で
き
る

よ
う
、
場
合
に
よ
っ
て
は
一
般

会
計
か
ら
財
政
出
動
す
る
こ
と

を
含
め
て
考
え
て
い
き
た
い
と

思
う
。

高齢者の貧困問題

　町長  町の大きな課題として取組んでいく

伊藤 千作 議員

高齢者の生きがいづくり活動
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14町民と議会との懇談会、子ども議会

11/４水、５木、６金

　

８
月
６
日
、
三
種
町
議
会
議
場
に
お
い
て
「
三
種

町
子
ど
も
議
会
」
が
開
催
さ
れ
た
。

　

三
種
町
の
将
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
、
町
政
へ

の
関
心
を
高
め
る
こ
と
を
目
的
に
町
内
６
小
学
校
か

ら
１２
人
と
３
中
学
校
か
ら
６
人
の
計
１８
人
が
登
壇
し

一
般
質
問
を
行
っ
た
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
質
問
に
は
町
長
、
副
町
長
、
教
育
長
、

各
課
長
が
答
弁
に
あ
た
っ
た
。

　

最
後
に
山
本
中
学
校
３
年
の
藤
原
彩
寧
さ
ん
が
三

種
町
子
ど
も
議
会
宣
言
を
読
み
上
げ
た
。

◉
一
般
質
問
の
内
容

●
子
ど
も
や
お
年
寄
り
が
、
身
近
な
場
所
で
健
康
を

推
進
す
る
た
め
の
取
組
に
つ
い
て

金
岡
小
学
校　

６
年　

櫻　

田　

恵　

瑠

６
年

田　

村　

華　

弥

●
税
金
の
使
わ
れ
方
に
つ
い
て

浜
口
小
学
校　

６
年　

鈴　

木　
　
　

翔

６
年　

畠　

山　

美　

羽

●
下
水
道
を
使
う
家
庭
を
増
や
す
こ
と
に
つ
い
て

湖
北
小
学
校　

６
年　

日　

諸　

莉　

瑚

６
年　

成　

田　
　
　

歩

●
お
年
寄
り
や
障
が
い
者
が
安
全
に
外
を
歩
け
る
設

備
・
整
備
に
つ
い
て

琴
丘
小
学
校　

６
年　

渡　

邊　

大　

夢

６
年　

佐
々
木　

杏　

花

●
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ゴ
ミ
の
リ
サ
イ
ク
ル
に
つ
い
て

下
岩
川
小
学
校　

６
年　

石　

井　

颯　

大

６
年　

佐
々
木　

一　

成

小
中
学
生
18
人
が
登
壇

　三種町議会では、本会議の内容や議会活動の状況などを町民のみなさんにご報告・説明し、また、
議会や町政に対する質問や意見、提言をお聴きする機会として、「町民と議会との懇談会」を開催します。
　たくさんのご来場をお待ちしております。

◆ 日　程
日　　　時 地　域 会　　　　　場 担当班

11月４日（水）
午後６時00分～午後８時00分

琴丘地域 上岩川生活改善センター ３ 班
山本地域 すいらんの館 １ 班
八竜地域 せいぶ館（女性若者等活動促進施設） ２ 班

11月５日（木）
午後６時00分～午後８時00分

琴丘地域 鯉川コミュニティセンター ２ 班
山本地域 金陵の館 ３ 班
八竜地域 浜口地区館 １ 班

11月６日（金）
午後６時00分～午後８時00分

琴丘地域 琴丘地域拠点センター １ 班
山本地域 山本公民館 ２ 班
八竜地域 鵜川地区館 ３ 班

◆ 班編制
班 １　　班 ２　　班 ３　　班

出
席
議
員

平賀　　真 工藤　秀明 宮田　幹保 大澤　和雄 安藤　賢藏 高橋　　満
金子　芳継 伊藤　千作 児玉　信長 鈴木　一幸 三浦　　敦 清水　欣也
後藤栄美子 石井　秀基 小澤　高道 成田　光一 加藤彦次郎 堺谷　直樹

「町民と議会との懇談会」
を開催します。

第２回

三
種
町
子
ど
も
議
会
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請　　願
件　　　　　名 請  願  者  氏  名 紹介議員 付託委員会 結　果

安全保障関連２法案（国際平和支援法案、
平和安全法制整備法案）の廃案を求める
意見書採択に関する請願書

平和で豊かな能代をつくる
市民懇話会
　代表世話人　吉田　瑞穂

伊藤　千作
大澤　和雄

総　　　務
常任委員会 継続審査

陳　　情
件　　　　　名 陳  情  者  氏  名 付託委員会 結　果

外国人の扶養控除制度の見直しを求める
意見書の採択を求める陳情

福岡県行橋市議会議員
　　　　　　　小坪　慎也 総 務 常 任 委 員 会 継続審査

マイナンバー制度の平成28年１月実施
の延期と改正案の凍結を求める意見書の
提出についての陳情

秋田県商工団体連合会
　　　　会長　小玉　正憲 総 務 常 任 委 員 会 不 採 択

「所得税法第56条の廃止を求める意見書」
の提出についての陳情

秋田県商工団体連合会
婦人部協議会
　　　　会長　小玉　智子

総 務 常 任 委 員 会 採　 択

請願・陳情、子ども議会

請 願　 陳 情   審査報告

●
空
き
家
の
状
況
と
そ
の
活
用
に
つ
い
て

森
岳
小
学
校　

６
年　

石　

井　

美　

有

６
年　

桜　

田　

香　

菜

●
三
種
か
ら
全
国
に
発
信
で
き
る
魅
力
あ
る
観
光
資

源
の
創
造
や
進
化
に
つ
い
て

八
竜
中
学
校　

２
年　

田　

中　

雅　

也

２
年　

西　

村　

胡　

桃

●
ク
ア
オ
ル
ト
に
よ
る
い
き
い
き
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に

つ
い
て

琴
丘
中
学
校　

３
年　

田　

崎　

由　

啓

３
年　

柴　

田　

奈
津
美

●
害
虫
に
よ
る
農
作
物
へ
の
被
害
の
大
き
さ
と
そ
の
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　請願１件と陳情３件は次のとおり付託委員会で審議さ
れ、本会議で請願を継続審査、陳情１件を継続審査、１
件を不採択、１件を採択と決定しました。また、請願に
対しては清水欣也議員から継続審査に対する動議が提出
され、起立採決を行い、賛成少数により否決されました。

　この陳情については、本会議で総務常任委員長より「不採択」と報告されたが、伊藤千作議員より反対討論があ
り起立採決となった。その結果、賛成15、反対２（定数18、議長を除く）となり総務常任委員長報告のとおり不
採択となった。

　この請願については、本会議で総
務常任委員長より「継続審査」と報
告されたが、清水欣也議員から「再
度、審査すべき」との動議が提出さ
れた。
　その後、ただちに起立採決を行い、
賛成７、反対10（定数18、議長を
除く）で、動議は否決された。

動議の提案理由
　　　　清水　欣也 議員
　今いろいろ話題になって
いる安全保障関連２法案で
あり、非常に大事な問題で
あることから、継続審査で
はなく、もう一度、常任委
員会で「採択」か「不採択」
かの審査をすべきである。

◆動議に賛成の議員
　大澤　和雄　 安藤　賢藏　 清水　欣也
　高橋　　満　 加藤彦次郎　 堺谷　直樹
　伊藤　千作
◆動議に反対の議員
　宮田　幹保　 三浦　　敦　 工藤　秀明
　石井　秀基　 鈴木　一幸　 小澤　高道
　成田　光一　 後藤栄美子　 平賀　　真
　児玉　信長

継続審査に対する動議を否決



　

私
は
こ
の
度
、
高
校
生
も
の
づ
く

り
コ
ン
テ
ス
ト
木
材
加
工
部
門
東
北

大
会
で
優
勝
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
さ
ま
ざ
ま
な
方
の
ご
協
力
の
お

か
げ
で
、
こ
の
結
果
を
得
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

昨
年
、
先
生
に
誘
わ
れ
た
の
を

き
っ
か
け
に
、
も
の
づ
く
り
コ
ン
テ

ス
ト
の
練
習
を
始
め
ま
し
た
。
昨
年

は
全
県
大
会
で
優
勝
し
た
も
の
の
、

東
北
大
会
で
は
、
緊
張
し
て
い
つ
も

ど
お
り
の
作
業
が
で
き
ず
、
悔
し
い

結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　

３
年
生
に
な
っ
て
か
ら
の
練
習
で

は
、
今
年
こ
そ
良
い
結
果
を
残
し
た

い
と
い
う
気
持
ち
で
励
み
ま
し
た
。

制
限
時
間
内
に
完
成
さ
せ
る
こ
と
を

目
標
に
練
習
し
て
い
ま
し
た
が
、
な

か
な
か
タ
イ
ム
を
縮
め
る
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
よ
う
な
状

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
少
し
で
も

会
社
に
貢
献
で
き
る
よ
う
に
仕
事
を

し
、
日
々
精
進
し
て
い
き
ま
す
。

　

最
後
に
、
１１
月
１４
日
か
ら
宮
崎
県

で
行
わ
れ
る
全
国
大
会
で
は
、
練
習

し
て
き
た
成
果
を
発
揮
し
、
少
し
で

も
良
い
結
果
を
残
せ
る
よ
う
頑
張
っ

て
き
ま
す
。

態
で
東
北
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

制
限
時
間
内
に
完
成
で
き
る
か
心
配

で
し
た
が
、
順
調
に
作
業
が
進
み
、

完
成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
２

度
目
の
東
北
大
会
と
い
う
こ
と
で
あ

ま
り
緊
張
せ
ず
に
作
業
で
き
ま
し
た

が
、他
の
参
加
者
は
と
て
も
上
手
で
、

自
分
が
優
勝
で
き
る
と
は
思
っ
て
い

な
か
っ
た
の
で
、
と
て
も
驚
き
ま
し

た
。

　

こ
こ
ま
で
こ

れ
た
の
も
、
指

導
し
て
く
だ

さ
っ
た
先
生
、

応
援
し
て
く
だ

さ
っ
た
方
々
の

お
か
げ
で
す
。

た
く
さ
ん
の
方

に
感
謝
し
て
い

ま
す
。

　

卒
業
後
も
学

ん
だ
知
識
や
技

術
を
生
か
し
て

も
の
づ
く
り
に

携
わ
り
、
一
人

前
の
技
術
者
を

目
指
し
て
い
き

能代工業高校

伊　藤　愛　美

（琴丘中出身）
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梅
雨
ら
し
き
日
々
も
な
く
、
猛
暑

が
続
い
た
か
と
思
え
ば
あ
っ
と
い
う

間
に
秋
に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
し
て
台
風
の
影
響
に
よ
る
大
雨

と
河
川
の
氾
濫
な
ど
に
見
ら
れ
る
よ

う
に
、
今
年
の
日
本
は
や
は
り
異
常

気
象
な
の
で
し
ょ
う
か
。

　

先
の
台
風
１８
号
で
犠
牲
に
な
ら
れ

た
方
、
そ
し
て
被
害
を
受
け
ら
れ
た

方
々
に
は
心
よ
り
ご
冥
福
と
お
見
舞

い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

我
が
町
に
お
い
て
は
今
の
と
こ
ろ

大
き
な
災
害
に
見
舞
わ
れ
る
こ
と
も

な
く
、
稲
の
作
柄
は
「
や
や
良
」、

そ
し
て
「
生
産
者
概
算
金
」
も
３
年

ぶ
り
に
持
ち
直
す
見
込
み
な
ど
明
る

い
状
況
に
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

　

「
議
会
だ
よ
り
」
は
今
の
広
報
委

員
で
２
年
目
に
入
り
ま
す
。
こ
れ
ま

で
に
３
度
の
研
修
会
に
参
加
す
る
な

ど
し
て
、
町
民
の
方
々
に
読
ん
で
頂

け
る
見
や
す
い
紙
面
を
目
指
し
て
研

さ
ん
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

　

今
後
も
更
な
る
努
力
を
し
て
参
り

ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま

す
。

成
田　

光
一　

記

編
集
後
記

コンテストの課題に挑む伊藤愛美さん


